



































楽を愛好していた。南吉は東京外国語学校での学生時代に本格的な西洋音楽を聞き始めたが、ベートーベンの交響曲が聴取の中心であっ ことがその日記から窺われる。南吉の日記及び書簡に最も多く登場する作曲家はベートーベンである。しかし南吉と音楽の関わりについて語られた彼の友人、女 校教員時代の教え子の証言において、最も多く現われる作曲家はショパンであった。こ 相違は、南吉の人生におけ 音楽の在り様の一面を示している。日本 西洋音楽受容 は、楽曲にまつわる逸話や作曲家 評伝など文字による情報が、音楽よりも先に伝播した。ベートーベンやショパンについても人々
“あいち国文の会”のあゆみ（十一）
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して全編を貫く風土性を読み解こうと試みた自然の力に抗するのではなく、それに従い、限りなく拡散させながら統べてい 流れの表現は、 『アルゴール』の物語内容のもつ自然と反自然の相克の意味を教えてもくれようが、それ以上にそのテクストの本性とでもいった のの形を象徴するかのようである。どこ ともな
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一九八五年 発表された『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』である。この作品では、奇数章の末尾において「それは一度失われてしまったにせよ、決 て損なわれてはいないのだ」という象徴的なセリフが語 れる このような 「失われ 」 という 「過去」 への認識と、「損なわれていない」という「現在」への認識から見られる「ない」ことへの差異は、この後に発表される 『海辺のカフカ』 や 『ＩＱ８４』 などの作品にも通底す テーマであるといえよ 。
　　　　　　
気がつかないうちに、いつの間にか自身 ら



































































じたいが研究である。私が半年の滞在で目にしたのは、闇を光に変えて生きるスペイン人々だっ 。私はそれを、イベリア半島の内外から照らし出してみたかった。近代の歴史は、ナポレオンの侵略に対抗してできた一八一二年のカディス憲法に始まり、共和制への求心力を常駐させつつ立憲君主制の安定化に呻吟する憲法史そ ものである。だからこそ、過小に評価されてはな ない一九三一年の共和制憲法が、同時に「躓き 石」――一九三六年の内戦とその後約四〇年続くフランコ独裁政権――ともなった。独裁後に得た一九七八年の現行憲法下で、すでに充分に切り裂かれてい人々は国民的和解と平和を模索し た。そのはるか南方のアフリカ近く スペイン領グラン・カナリア島には、日本国憲法九条 碑があ
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鮮半島などで科挙に取り入れられるなど社会の基盤を形成する思想となり、 日本にも広 って、東アジアの普遍思想的な役割を七〇〇年間担ってきた。しかし、その後、東アジア諸国は、西洋的な近代国家をめざすために、近代化の足かせになるものと て朱子学を切り捨ててき 。朱子の思想は、果たして、そのよう 価値なきものだろうか。
　　　　　　
この発表では、権利・自由・民主主義という
西洋近代思想がもたらした恩恵を認めた上で、前近代に東アジアの普遍を担ってきた朱子学思想の意義を、権利の思想と比較することによって検証した。 （１）では、西洋近代の権利の思想をアメリカ独立宣言に基づきなが 概観した。 （２）では、比較のために人間の本性を絶対的に善なるも と規定する朱子学 尊厳論を分析し ３ において『中庸』や『太極図説解』など 見られる朱子の性や太極 議論を検討して、朱子学の尊厳論 構造 さらに明確にした。
　　　　　　
朱子学的な尊厳論と西洋の権利の思想との間
















寺・岡山で激突するも、豊臣方が敗退し大坂城へ撤退、それを徳川方が追撃した。その後、程なく大坂城は落城する。落城に伴い、城内や大坂町内にいた人々は、 の手から逃れるため大坂から逃げ出す。徳川方は、これを追跡し殺害ないし捕縛するため、 落武者狩りを行った。また、徳川・豊臣両軍の兵の中には乱妨・人取り、すなわち金品や人身の掠奪に励む者も少なくなかっ 。
　　　　　　
もっとも、五月七日段階の落武者狩りについ
ては、 実態が良く かっていな 。 徳川方は、 南・北・西側に軍勢を配置し厳重な包囲網を敷いていた。しかし、この厳重 包囲網をかいくぐった者も少なくない。長宗我部盛親など大将級武将や、豊臣秀頼の子女を含む多くの人数が脱出に成功している。むろん、運よ 包囲網をいくぐることに成功 た例もあろうが、それ以外に彼らの脱出の助けになった要因 あったと推測される。
　　　　　　
また、乱妨取りについても実態について不分




にいたるま の幕府の落武者狩り 乱妨・人取りに対するスタンスを確認し、②そ 上で大坂の陣における落ち武者狩り、乱妨・人取りの実態を検討した。
　　　　　　
その結果、大坂冬の陣段階で大坂郭内以外で
の乱妨・狼藉行為を幕府が禁止し こと、その一方で大坂郭内 者は幕府の保護対象にならなかったことを確認し 。
　　　　　　
また、五月七日 落ち武者狩りでは、落ち武

















複数接尾語の 「タチ」 は身分の高い人物 （神仏）
に用いられ、会話文では目下 者に付くこともある。前代では敬語との呼応は明確でないとされるが、 「平家」では、 ほぼ明確に呼応し 「ドモ」との待遇差もはっきりしている。 「ドモ」 身分の低い者に用いられるが、社会的に低く評価される場合は、 地の文でも 身分 高い者に「ド
モ」が下接する。会話文で、他称として、身内の者、また「卑しめ」の気持ちを添えるものに対しては、 身分の高い者にも用いられる（謙譲・卑しめ・親しみの用法） 。前代に比し、 「卑しめ」の用法が現れ、 「謙譲」の用法も用いられているようである。 「ラ」は ドモ」と同様 、身分の低い者に付くが 人物以外 普通名詞に下接しないこと、人名、代名詞に多く接続する点で「ドモ」と異なる。会話文で、 ・謙譲」の用法も見られた。 「バラ」 身分の低い者、卑罵の対象としての人物 下接し 会話文では親愛の情を示すものもあるが、前代に比 、卑罵の語への接続の偏りが見られ 卑しめの語感は強くなっているようであ 。以上 それぞれに中世的用法を示すも 考え 。
（伊藤一重記）
